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各
委
員
会
・
分
科
会
で
の
主
な
審
査
概
要

各
委
員
会
・
分
科
会
で
の
主
な
審
査
概
要

３
病
院
連
携
法
人
と
行
政
の
役
割

　
　
地
域
医
療
・
介
護
は
、
市
民
の
暮
ら
し
と
命
に
直
結
す

る
重
要
な
政
策
課
題
で
あ
る
。
今
回
設
立
さ
れ
た
３
病
院
に

よ
る
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
を
、
市
の
地
域
医
療
・
介
護

政
策
に
ど
う
位
置
付
け
、
支
援
し
て
い
く
の
か
。

　
　
当
地
域
に
お
い
て
、
人
口
減
少
や
患
者
数
減
少
、
医
療

人
材
の
確
保
等
の
課
題
が
あ
る
中
、
市
内
３
病
院
に
よ
る
地

域
医
療
連
携
推
進
法
人
の
設
立
は
、
持
続
可
能
な
医
療
提
供

体
制
の
た
め
、
重
要
な
取
組
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
同
法

人
の
取
組
は
、
今
後
具
体
化
し
て
く
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、

同
法
人
や
関
係
機
関
等
と
連
携
し
な
が
ら
状
況
に
応
じ
て
必

要
な
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

し
ら
か
み
看
護
学
院
の
充
実
に
向
け
た
支
援
を

　
　
秋
田
し
ら
か
み
看
護
学
院
は
、
地
域
で
看
護
師
を
育
て
、

地
域
の
医
療
・
介
護
を
支
え
る
大
切
な
社
会
基
盤
で
あ
る
。

近
年
の
入
学
者
減
少
を
地
域
課
題
と
し
て
捉
え
、
市
と
し
て

学
院
の
充
実
を
ど
う
支
え
る
か
。

　
　
少
子
化
等
の
影
響
で
入
学
者
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
お

り
、
強
い
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
。
同
学
院
は
、
地
域
の
医

療
・
福
祉
・
介
護
を
支
え
る
人
材
の
育
成
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、
学
生
の
確
保

に
向
け
た
取
組
を
連
携
し
て
進
め
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関

や
山
本
郡
３
町
と
連
携
し
な
が
ら
、
補
助
金
を
含
め
た
支
援

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
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越
　
俊
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協
創
の
し
ろ
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協
創
の
し
ろ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
は

　
　
県
で
行
っ
て
い
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
市
で
も
取

り
入
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

　
　
県
で
は
、
施
策
の
企
画
立
案
や
実
施
に
当
た
り
、
外
部

人
材
の
知
見
を
活
用
し
な
が
ら
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
の
詳
細
な

分
析
や
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

手
法
の
導
入
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
市
と
し
て
も
、

人
口
減
少
対
策
の
ほ
か
、
観
光
や
農
林
業
等
の
各
種
施
策
を

効
果
的
に
展
開
す
る
た
め
、
県
と
連
携
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
戦
略
の
在
り
方
を
研
究
し
て
い
く
。

柳
町
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド

　
　
柳
町
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
は
６
月
定
例
会
に
も
補
修

費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
抜
本
的
解
決
に
は
な
ら
な
い
。

最
終
的
に
解
体
か
補
修
か
２
択
が
迫
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る

が
、
市
の
考
え
は
。

　
　
柳
町
商
店
街
振
興
組
合
か
ら
、
理
事
会
で
協
議
し
将
来

的
に
は
ア
ー
ケ
ー
ド
を
撤
去
す
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
と
報

告
を
受
け
て
い
る
。
ア
ー
ケ
ー
ド
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て

組
合
が
責
任
を
負
う
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
撤
去
に
は
多

額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
組
合
単
独
で
の
対

応
は
難
し
い
と
認
識
し
て
い
る
。
国
・
県
と
も
相
談
し
な
が

ら
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
イ
オ
ン
能
代
店
の
存
続

○
駅
前
ホ
テ
ル
の
状
況

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち

薬
剤
師
確
保
対
策

　
　
能
代
山
本
地
域
に
お
け
る
病
院
薬
剤
師
の
偏
在
指
標
0.5

と
い
う
深
刻
な
状
況
と
、
市
独
自
の
奨
学
金
制
度
創
設
を
含

む
薬
剤
師
確
保
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

上
で
、
薬
剤
師
を
含
め
た
医
療
従
事
者
の
確
保
は
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
薬
剤
師
確
保
対
策
に
つ
い
て
は
、
県

等
の
各
種
事
業
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
ど
の
よ
う
な
対
策

が
で
き
る
か
調
査
研
究
し
て
い
く
。
ま
た
、
各
種
団
体
や
市

で
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
薬
剤
師
確
保
に

特
化
し
た
奨
学
金
制
度
の
創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

病
児
保
育
事
業
の
拡
充

　
　
令
和
６
年
度
病
児
保
育
利
用
お
断
り
は
１
３
７
件
。
こ

れ
は
子
育
て
世
代
の
就
労
継
続
の
障
壁
で
あ
り
、
医
療
・
介

護
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
定
員
拡
充
・
無
償
化
、
そ
し
て
病

児
保
育
空
白
地
で
あ
る
二
ツ
井
地
域
へ
の
整
備
を
求
め
る
。

　
　
病
児
保
育
は
感
染
症
流
行
期
に
よ
り
利
用
実
績
の
変
動

が
大
き
く
、
設
備
や
人
員
配
置
の
課
題
も
あ
る
た
め
、
定
員

拡
充
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
運
営
支
援
は
市
独
自
に
最

低
保
障
を
導
入
し
補
助
し
て
お
り
、
現
行
制
度
を
継
続
す
る

考
え
で
あ
る
。
利
用
料
無
償
化
は
世
帯
間
の
公
平
性
の
観
点

か
ら
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
二
ツ
井
地
域
へ
の
設
置
は
出

生
数
や
財
政
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
熊
被
害
対
策

○
果
樹
被
害
の
多
い
種
梅
を
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
に

○
消
防
・
市
職
員
を
含
む
担
い
手
育
成

総
務
企
画
委
員
会
・
分
科
会

　
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
内
容

は
。

　
　
水
素
ラ
ボ
構
想
事
業
の
趣
旨
に
賛
同
す

る
企
業
か
ら
の
寄
附
を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ

る
。

　
　
若
者
・
女
性
に
選
ば
れ
る
地
域
づ
く
り

推
進
事
業
の
目
的
は
。

　
　
若
者
や
女
性
が
自
分
ら
し
く
働
き
や
す

く
暮
ら
し
や
す
い
と
感
じ
、
自
ら
の
意
思
で

能
代
を
選
び
た
く
な
る
地
域
の
実
現
を
目
指

し
、
企
業
、
市
民
及
び
行
政
等
が
連
携
し
、

働
き
方
や
価
値
観
に
つ
い
て
考
え
、
行
動
す

る
き
っ
か
け
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　
　
同
事
業
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
若
い
女
性
で

は
な
く
、
若
者
や
女
性
と
す
る
理
由
は
。

　
　
第
３
期
の
し
ろ
創
生
総
合
戦
略
の
策
定

に
当
た
っ
て
確
認
し
た
人
口
動
態
で
は
、
女

性
の
人
口
流
出
が
大
き
い
傾
向
は
全
国
的
に

あ
る
が
、
本
市
に
あ
っ
て
は
、
女
性
の
ほ
か

に
、
若
者
に
つ
い
て
も
、
大
幅
な
流
出
超
過

の
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
若
者
・
女
性
と

し
て
取
り
組
み
た
い
。

　
　
小
水
力
発
電
導
入
調
査
事
業
の
実
施
目

的
は
。

　
　
自
主
財
源
確
保
等
の
た
め
、
河
川
の
流

量
調
査
や
周
辺
の
環
境
調
査
、
地
形
測
量
に

よ
る
総
合
的
な
事
業
性
評
価
を
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
同
事
業
の
調
査
を
行
う
場
所
は
。

　
　
複
数
の
箇
所
か
ら
、
一
番
有
力
と
思
わ

れ
る
常
盤
川
の
上
流
を
考
え
て
い
る
。

　
　
同
事
業
の
調
査
す
る
小
水
力
発
電
の
方

式
は
。

　
　
河
川
か
ら
取
水
し
た
水
を
引
き
込
み
、

河
川
の
流
れ
よ
り
も
緩
や
か
な
傾
斜
で
水
路

を
通
し
た
後
に
落
差
を
使
っ
て
発
電
す
る
水

路
式
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
防
災
対
策
に
関
し
、
修
繕
を
要
す
る
防

災
行
政
無
線
の
設
置
場
所
は
。

　
　
道
の
駅
ふ
た
つ
い
駐
車
場
の
北
側
に
設

置
し
た
子
局
で
あ
る
。

　
　
破
損
に
伴
う
影
響
と
対
処
は
。

　
　
現
在
は
使
用
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。

仮
説
工
事
を
実
施
し
、
音
声
の
届
く
範
囲
は

破
損
前
に
比
べ
て
狭
く
な
る
も
の
の
、
８
年

６
月
末
ま
で
に
仮
運
用
を
開
始
し
た
い
。

（
後
藤
翔
子
）

　
　
二
ツ
井
子
ど
も
園
の
屋
根
修
繕
箇
所
及

び
園
児
へ
の
安
全
確
保
対
策
は
。

　
　
園
舎
東
側
屋
根
及
び
物
置
北
側
屋
根
の

２
か
所
で
あ
り
、
通
行
に
支
障
を
来
さ
な
い

箇
所
で
は
あ
る
が
、
工
事
に
当
た
っ
て
は
立

入
制
限
を
行
い
、
安
全
を
確
保
す
る
。

　
　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
料
支
援
補
助
金

の
内
容
は
。

　
　
民
間
設
置
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
利
用

す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
月
額
利

用
料
の
２
分
の
１
を
補
助
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
過
去
の
利
用
実
績
か
ら
年
間
５

名
程
度
の
交
付
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
地
方
ス
ポ
ー
ツ
振
興
費
（
経
済
的
困
窮

世
帯
分
）
の
支
給
対
象
生
徒
数
は
。

　
　
39
名
で
あ
る
。

　
　
認
定
地
域
ク
ラ
ブ
の
う
ち
、
文
化
芸
術

等
の
活
動
に
対
す
る
支
援
は
あ
る
か
。

　
　
現
在
、
認
定
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
認
定

し
て
い
る
文
化
芸
術
等
の
団
体
が
な
い
こ
と

か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
支
援
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
文
化
財
保
護
費
の
増
額
理
由
は
。

　
　
令
和
８
年
３
月
の
強
風
の
影
響
に
よ
り

文
教
民
生
委
員
会
・
分
科
会

倒
木
し
た
桧
山
追
分
旧
羽
州
街
道
松
並
木
の

松
１
本
を
運
搬
処
理
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
現
存
す
る
松
に
つ
い
て
は
今
後
樹
木

医
に
よ
る
診
断
実
施
を
検
討
し
、
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
た
い
。

　
　
赤
沼
球
場
改
修
事
業
費
の
内
容
は
。

　
　
主
な
改
修
内
容
と
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
整
地
や
暗
渠
及
び
散
水
栓
の
設
置
、
バ
ッ

ク
ネ
ッ
ト
及
び
内
外
野
フ
ェ
ン
ス
の
改
修
、

本
部
室
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
放
送
設
備

の
改
修
を
予
定
し
て
い
る
。

（
成
田
和
彦
）

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
大
河
の
会
・
能
代
民
政
会
・
市
民
の
風
）

改修を予定している赤沼球場
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